


7-122 

 

  2) ノグチゲラの人工採餌木の利用状況 

  (1) G 地区 
G 地区における人工採餌木の利用状況を表 7.1.5-4 に示した。 

令和元年度は人工採餌木の設置後 3年目の調査となった。平成 30 年度調査にお

いて、ノグチゲラによる採餌木の利用は増加しており、令和元年の春季調査にお

いても安定した利用状況であったことから、春季調査を以って本事後調査を終了

した。 

表 7.1.5-4 ノグチゲラの人工採餌木の利用状況(G地区) 

 
注 1)「－」は調査未実施を示す。 

注 2) 令和元年度夏季以降は、米軍との調整により調査を終了した。 

注 3) G 地区の人工採餌木は、平成 28年に設置された。 

 

  (2) H 地区 
H 地区における人工採餌木の利用状況を表 7.1.5-5 に示した。 

令和元年度は人工採餌木の設置後 3年目の調査となった。平成 30 年度調査にお

いて採餌利用は増加しており、令和元年の春季調査においても安定した利用状況

であったことから、春季調査を以って本事後調査を終了した。 

 

表 7.1.5-5 ノグチゲラの人工採餌木の利用状況(H地区) 

 
注 1)「－」は調査未実施を示す。 

注 2) 令和元年度夏季以降は、米軍との調整により調査を終了した。 

注 3) G 地区の人工採餌木は、平成 28年に設置された。  

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季

1 - 0 0 0 0 3 11 10 5

2 - 0 0 0 0 0 1 2 2

3 - 0 0 0 0 1 0 2 2

4 - 0 0 0 0 0 1 1 1

5 - 0 0 0 0 2 7 5 6

6 - 0 0 1 2 2 6 4 1

7 - 0 0 0 2 0 3 5 1

8 - 0 0 0 0 1 1 1 4

9 - 0 0 0 0 0 0 3 2

平成30年度
令和
元年

G

平成29年度
地区 No.

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季

1 - 0 0 0 0 0 0 9 1

2 - 0 0 0 0 0 0 1 1

3 - 0 0 2 1 2 9 4 2

4 - 0 0 5 15 14 12 12 3

5 - 0 0 6 13 16 17 19 7

6 - 0 0 0 0 0 0 1 1

7 - 0 0 1 1 0 4 4 6

8 - 0 0 1 4 2 3 16 13

9 - 0 0 1 1 7 10 20 5

H

平成30年度
令和
元年地区 No.

平成29年度
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  (3) N-1 地区 

N-1 地区における人工採餌木の利用状況を表 7.1.5-6 に示した。 

令和元年度は人工採餌木の設置後 3年目の調査となった。N-1 地区では平成 30

年に採餌利用が開始され、令和元年度調査では採餌痕が増加した。 

 

表 7.1.5-6 ノグチゲラの人工採餌木の利用状況(N-1 地区) 

 
注 1)「－」は調査未実施を示す。 

注 2) N-1 地区の人工採餌木は、平成 28年に設置された。 

  

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 10
2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 3 7
3 0 0 0 0 0 0 0 4 2 1 5 7
4 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 4 12
5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 4 11
6 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 2 4
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 6
8 0 0 0 0 0 1 1 1 2 1 4 4
9 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 3 3
10 0 0 0 0 0 0 0 1 4 1 4 4

地区 No.
平成29年度 平成30年度 令和元年度

N-1
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  (8) ハブ、ヒメハブ 
ハブの確認状況を表 7.1.5-26 に、ヒメハブの確認状況を表 7.1.5-27 示した。 

ハブは、評価図書のための調査において G地区で 2個体の生体が確認された。

令和元年度調査では G地区で 2個体、H地区で 3個体、N-1 地区で 1個体が確認さ

れた。令和元年度において G地区で確認されたハブの個体数は、評価図書のため

の調査において確認された個体数と同程度であった。令和元年度調査において H

地区及び N-1 地区で確認されたハブの個体数は、評価図書のための調査において

確認された個体数よりも多かった。したがって、各地区で確認された個体数は少

数ではあるものの、各地区においてハブは継続的に生息しているものと考えられ

た。 

ヒメハブは、評価図書のための調査において各地区で 12～61 個体の生体が確認

された。令和元年度調査では、G地区で 55 個体、H地区で 43 個体、N-1 地区で 35

個体の生体が確認された。評価図書のための調査の結果と比較して、令和元年度

調査において G 地区及び H 地区で確認された個体数が増加しており、N-1 地区で

確認された個体数は減少した。評価図書のための調査では、いずれの地区におい

ても繁殖を示唆する幼体の確認はなかったが、令和元年度調査では、N-1 地区で 2

個体の幼体が確認された。したがって、N-1 地区の着陸帯の周辺でヒメハブが繁

殖しているものと考えられた。 
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表 7.1.5-26 ハブの確認状況比較 

 

 

表 7.1.5-27 ヒメハブの確認状況比較 

 

  

G地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 2 1 2 2

繁殖 幼体 0 0 1 0

H地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 0 3 5 3

繁殖 幼体 0 0 0 0

N-1地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 0 2 0 1

繁殖 幼体 0 0 0 0

区分/季節

区分/季節

区分/季節

G地区

評価図書 H29 H30 R1

生体 22 36 87 55

死体 2 0 0 0

繁殖 幼体 0 2 1 0

H地区

評価図書 H29 H30 R1

生体 12 38 64 43

死体 0 0 0 0

繁殖 幼体 0 4 2 0

N-1地区

評価図書 H29 H30 R1

生体 61 51 67 35

死体 0 0 0 0

繁殖 幼体 0 4 5 2

区分/季節

個体の
確認

個体の
確認

区分/季節

区分/季節

個体の
確認
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  (13) マングース、ノネコ 
フイリマングースの確認状況を表 7.1.5-44 に、ノネコの確認状況を表 

7.1.5-45 に示した。 

マングースは、評価図書時に G 地区、N-1 地区で生息が確認されていたが、存

在・供用時のモニタリング調査では平成 29 年度から平成 30 年度にかけて全地区

で生息の確認はなかった。令和元年度は H地区において 1個体確認されたが、環

境省及び沖縄県によるマングースの駆除事業の罠にかかり死亡した個体であった。

3 地区では、マングースの駆除事業が実施されており、その効果により生息密度

は低いものと考えられる。 

 

表 7.1.5-44 フイリマングースの確認状況比較 

 

 

  

G地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 2 0 0 0

H地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 0 0 0 1

N1地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 1 0 0 0

区分/季節

区分/季節

区分/季節
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ノネコは、評価図書時に H 地区、N-1 地区で生息が確認されていた。過年度の

調査では、少数ではあるものの各地区で生息が確認されていたが、令和元年度は

全地区でノネコの確認はなかった。 

 

表 7.1.5-45 ノネコの確認状況比較 

 

 

  

G地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 0 0 1 0

H地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 1 2 2 0

N1地区

評価図書 H29 H30 R1

個体の
確認

生体 1 1 0 0

区分/季節

区分/季節

区分/季節






